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Abstract 
　The purpose of this research is to develop a resilience program for nursing students, which emphasizes 
on relationships with others. In order to examine the effectiveness of the program, three instructors 
practiced face-to-face lessons and distance lessons on human relations theory aimed at developing 
communication skills. It was conducted for 102 nursing students during the COVID-19 pandemic in 
2021. The five teaching materials for distance learning are; (a) My silhouette: Draw a contour of the body 
and express oneself with colors; (b)“Does the egg stand?”: Stand raw eggs independently by hands; 
(c) Nature exploration: Be alone for an hour and spend time in nature without using words;(d) Read 
the text“Charm of glowing mud dumplings”; (e) Describe the relationship between the experience 
of the program of human relations theory and nursing. The descriptive data of these students was 
quantitatively text-analyzed. As a results; (1)The effectiveness of the program was demonstrated by 
the fact that the instructor’s aim for each teaching materials and the student’s perception showed 
similar tendency, regardless of the distance assignment class and the difference in the instructors; 
(2) The influence of the instructor’s bodywork was reflected in the student’s description, even with 
the same teaching materials; (3)The elements of the theory of human relationships were“expression, 
involvement, feeling, movement, speaking, listening, experience, and communication.”These elements 
show similar tendency in“mind-body awareness”work and“awareness”is a base for both works; (4) 
The words related to“others”in nursing were frequently appeared as a characteristic of nursing 
students; (5) This program can be a communication skill development program for nursing students 
and it has possibility to apply for general college students.

Keywords：nursing education, mind-body awareness, relationship theory, distance learning,
　　　　　　 face-to-face lessons, communication skills, COVID-19 pandemic, text analysis
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Ⅰ．背景
１. 看護学生のコミュニケーションスキル

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症（ 以 下、
COVID-19）の影響により、三密（密閉・密
集・密接）を防ぐ措置が取られてきた。生身
のからだでの対面が制限されたことや、マス
クを通した会話では表情が読み取りにくいこ
ともあり、コミュニケーションスキルをはじ
め、心身の健康に影響を及ぼしている。

このコミュニケーションスキルは、「看護
師が患者の情報を的確に得て、不安や異常を
いち早く察知するために必要であり」（上野 
2005）１）、「患者の自己表現を促進し、信頼関
係を築いていくうえで、更に患者のニーズに
即したケアを実施する上でも重要である」（野
末 2001）２）。患者と看護師間のみならず、チー
ム医療が一般化した現代の医療において、多
職種間の連携を円滑に行うためにもコミュニ
ケーションが担う役割は大きく、円滑に関係
を調整するためには、自分の意見を躊躇する
ことなく相手に伝える能力とともに、相手の
立場や考えを配慮する能力が必要である（藤
本 2007 ）3)。看護学生のコミュニケーション
スキルには、基本的コミュニケーションスキ
ル（他人と良好な関係構築に必要）と専門的
コミュニケーションスキル（看護実践を行う
上で必要）があり（島村 2019）4)、特に専門
的コミュニケーションスキルの低下が指摘さ
れている（石光 ,2012）5)。このように看護学
生のコミュニケーションスキルは注目されて
おり、関連する研究論文を CiNii で ｢ 看護学
生 ｣｢ コミュニケーションスキル ｣ を検索す
ると 515 件（2000 ～ 2021 年）抽出された 6)。
また、髙橋（2021）7) は看護学生のコミュニケー
ションスキルの特徴について、医学中央雑誌
で検索した結果（2016 ～ 2020 年）、45 件が
抽出され更に９件に絞り検討している。その
結果【非言語的メッセージを受け取ることに
対する自己評価の低さ】【自己主張の乏しさ】

【表現力の乏しさ】【指導者・教員・看護師と
のコミュニケーションに対する困難さ】【高
い他者受容スキル】【経年的変化の存在】の
特徴を明らかにしており、基本的コミュニ
ケーションスキル育成に重点を置いた教育支

援の必要性を述べている。
以上のことより、看護学生には基本的コ

ミュニケーションスキル、専門的コミュニ
ケーションスキルの育成が必要であると言え
る。
２．心身にアプローチした人間関係論

本研究者らは約 40 年にわたり、看護教職
員（学生含む）の「人間関係論」や「ヒュー
マンサービス論」を担当してきた。前述した
先行研究にみられたように、特に近年の看護
学生は自己表現力が低く、コミュニケーショ
ンに苦手意識をもっていると実感していた。
そのため、他者とのかかわりを大事にした「自
他のからだへの気づき」をもとにした「コミュ
ニケーションスキル」の育成に視点を当て、
体験学習を行ってきた。患者への共感や交流
や理解を図るには、心身（特に五感）を通し
た把握が重要であると考えたからである。そ
のため、臨床心理学やボディワークに依拠し
た人間関係論を創出してきた。

しかし、COVID-19 の影響により 2020 年
から 2021 年において、大学や専門学校の授
業は、対面と遠隔のハイブリッド型が多く実
施されている。文部科学省の「新型コロナウ
イルス感染症対策の基本的対処方針の変更等
について」の事務連絡では、「時間割の変更
や補講授業、インターネット等を活用した学
習レポート課題の実施などによる特段の配
慮」により単位認定方法が示唆されている 8)。
対面授業の減少による学生の体調不良や運動
不足、特に新入生の対人関係への対応が重要
課題と言え、今後の大学教育での対面授業に
おいても、人間関係の構築や、身体運動によ
る楽しさの享受やストレスの軽減が期待され
る。

そのような状況下において、看護基礎教育
では十分な感染対策を行いながら対面授業を
重視してきた。COVID-19 の緊急事態宣言下
では最小限の対面授業を行いつつ、教材を自
宅での自習形式で行わざるを得ない状況も
あった。アフターコロナにおいてもパンデ
ミックが起こる可能性もあると捉えれば、ハ
イブリッド型での教材の有効性を検証する必
要がある。
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３．目的
本研究は、他者とのかかわりを大事にし、

生涯にわたり健康的で活動的な生活を持続
的に実現するためのレジリエンス（生きる
力）プログラム開発を目的としている。今
回はその研究の一環として、看護学生のコ
ミュニケーションスキルの育成をめざし、
COVID-19 禍で実施した人間関係論を対象に
する。教材自体がどのように学生に受け止め
られたのか、指導者による差異はあったのか
も含め、プログラムの有効性を明らかにする。
ここで明確になったことは、今後、看護学生
におけるコミュニケーションスキル育成の一
つの指針になると共に、アフターコロナやデ
ジタル社会を生き抜くレジリエンスプログラ
ムとしても、活用できると考えている。

Ⅱ　研究方法
１．研究方法の概要

2021 年度「人間関係論Ⅰ」を受講した看護
学生 102 名に、３密（密閉・密集・密接）を
防ぐため３名の指導者 1 2 3 が同一教材を
対面授業と遠隔課題授業（以下、課題と略す）
で実施し、提出された５課題の記述データにつ
いて定量テキスト分析した 9.10）。
２．対象
2-1　対象者の特徴

対象者の２年生は入学直後からCOVID-19
の影響を受けている。入学早々、２か月間の臨
時休業や自宅での遠隔授業、看護技術演習で
の対人接触制限や全臨地実習の学内実習への
置換がなされた。これらのことにより、それ以前
の学生と比較して学生間のコミュニケーションや
実際の患者と接する機会の減少を余儀なくされ
た学年である。
2-2　指導者

３名の指導者はソマティクス領域のボディワー
クの熟練者であり、看護教育に 20 ～ 40 年近く
関わっている。依拠するワークは「気づき」を促
すことを最優先するが、「気づけ」ないことも受
容する立場を取る。

指導者 1 はボディワークの技法の一つ、フェ
ルデンクライスメソッド註 1（以下 ､FMと略す）プ
ラクティショナーの有資格者である。FM は体の

繋がりに意識を向けながら、ゆっくり心地よく体を
動かし、その動きの感覚・呼吸などを観察し、
感覚能力を高めることによって、より無理のない
動き方を学んでいくもので、自らの身心について、
体の動きを通した学びの方法と言える。

指導者 2 はボディワークの技法の一つ、ボ
ディマインド・センタリング註２（Body-Mind 
Centering®：以下 ､BMCと略す）プラクティショ
ナーの有資格者である。BMC は体験的解剖学
とも称され、身体を物質としての Body だけでな
く、心やスピリチュアリティを含む総体として「か
らだ（soma）」を捉える実践技法である。

指導者 3 は伊東博（1919-2000）が創始し
たニュー・カウンセリングやダンスの即興表現に
依拠した「からだ気づき」註３を、看護教育の人
間関係論等に導入して 40 年になる。心身両面
からアプローチする教材を提供し、看護師自身
が心身のケアに配慮して臨床場面に応用するこ
とを企図している。
2-3　対象とした授業

人間関係論Ⅰ（１単位 15 時間）を対象とした。
実施日は緊急事態宣言下であり感染拡大防止
のため、２日間 15 時間の対面授業を実施すると
ころを両日とも午前を対面授業（８時間）、午後
を自宅での遠隔課題授業（７時間）として実施
した。指導者は事前打ち合わせをし、テキスト『か
らだ：気づき学びの人間学』11) に掲載した教材
を中心に設定した。ただし、目の前の学生の状
況に応じ、「いま・ここ」での指導者の判断や
専門性を活かし、教材（実施順序・追加教材）
を展開することを申し合わせた。課題には自宅で
自習できる教材⑦⑧⑭⑮⑯を設定し、「行って
みて考えたことや感想」（400 字か 1,000 字）を
記述させ、教材⑦⑧⑭は写真添付も課した。指
導者は休憩時間や授業後に振り返りを数時間行
い、情報共有に努めた。
2-4　教材選択

教材は下記の①～⑯であり括弧内はねらいを
示しており、学生の状況により追加・削除する教
材もあることを事前に伝えている。本稿ではこの
教材番号を使用する。
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2-5　指導者 1 2 の追加教材
1 全身写真撮影 ( 前後左右）, 目隠し歩き註４

フェルデンクライスメソッド ( 動いて感じる: 立つ
･寝る･歩く･椅子に座る･からだの地図作成) 

2 パーソナルスペース , 目隠し歩き , ヨガ
2-6　課題の詳細

自習課題の教材⑦⑧⑭⑮⑯の詳細を下記に
示す。学生には教材の注意点とテキストを読むこ
とを伝えている。課題の全文（写真含む）を各
１名ずつ掲載する註５。
⑦マイシルエット：模造紙の上に好きなポー
ズで横たわり体のラインをなぞってもらう。
そのシルエットをもとに約１時間かけて描
く、塗る、貼る、切る等して「今の自分」を
表現し、２日目には作品に題名を付け制作の
思いを発表する。
⑧卵は立つ？：生卵を何の細工もなしに立て
てみる。立った卵の姿や影をよく観察し写メ
を授業以外の人に送信し（家族の場合は一緒
に体験してよい）、教材を説明してやっても
らう。そのことで教材の意図を考える機会に
なる。「卵は立つ？」に「？」を付けたのは、
卵は立つかなという意味を内包している。立
てることが到達目標ではなく、立てる一連の

プロセスの中で、心身に起こることに気づき
を促す意味がある。卵が立たない場合は立た
ない卵の写メを提出してもよい。
⑭自然探索：１時間１人で言葉や携帯を使わ
ずゆっくりと自然豊かな所で過ごす。気に
入った風景等の写真も提出する。座禅が座っ
ての瞑想であるなら「自然探索」は「歩く禅」
とも言え、雑念から解放され無になると、感
覚が鋭敏になり、自然の生き物や事柄や自身
を改めて見直すことができる。
⑮泥団子：テキスト「光る泥団子の魅力」を
読み、考えたことや感想を記述する。この教
材は山口県の看護専門学校の入試問題に採択
されたことがある。
⑯看護の関係：主として対面授業で体験した
教材について、具体的な看護の場面に関連付
けて記述する。いわば学生が「人間関係論」
で学んだ総まとめである。
３．データ分析方法

課題の記述を分析データとし、KH Coder 
Ver.3 を用い計量テキスト分析を行った。分析
の手順は前処理、抽出語、多次元尺度法、対
応分析（指導者）について特徴的な語の抽出

（Jaccard 係数上位 60 語）、共起ネットワーク
分析を用いた関連語（Jaccard 係数上位 60 
語） の描画註６、並びに自己組織化マップ（一辺
の円の nodoを 20 に設定）を作成する。

なお分析で導き出される頻出語がどのような文
脈で使用されたかの詳細の分析は行わない。体
験したプログラム（内容・方法）を学生が否定
的に捉えても、記述することで意識化され、気づ
きが促されたと考えるからである。
４．倫理的配慮

データ収集に際し学生に研究計画書を送付し、
個人情報保護の立場から研究のみに使用するこ
とを説明し同意を得た上で、協力できる対象者
に限り実施した。本研究は「静岡産業大学倫
理委員会」( 承認番号 S21003)を通っている。

Ⅲ．結果と考察
１．抽出語数の傾向
1-1 　教材（課題）の総抽出語数（表１）

自習５教材の総抽出語数と異なり語数（同
じ単語が何度現れても一語とする：括弧内の

①予習『からだ』｢はじめに｣｢あとがき」読む
②自他紹介（名前の由来：話を聴く･伝える）
③幸せ体操（手と脚の協応動作）
④呼吸法（胸式呼吸・腹式呼吸）
⑤幼児期の36の動き（即興表現･協働･発想）
⑥健康調査（生活習慣調査・貧血度測定）
⑦マイシルエット（自己表現）写真+400字
⑧卵は立つ？（できること）写真+400字
⑨与える受取る（センサリー･アウェアネス）
⑩筍ニョキキ（からだの勢いを読む）
⑪変形椅子取りゲーム（協働・自他を知る）
⑫金魚鉢（他者観察）
⑬課題レポート⑥⑦⑧の振り返り
⑭自然探索（無為･感覚の覚醒）写真+400字
⑮『からだ』25章｢光る泥団子の魅力｣400字
　（創造性の教育）（以下、泥団子と略す）
⑯本授業の体験と看護の関係について千字
  （以下、看護の関係と略す）



― 89 ―

スポーツと人間　第6巻　第2号（2021年） 看護学生のコミュニケーションスキル育成のためのレジリエンスプログラム

数値）を表１と次に示す。「⑧卵は立つ？」
は総抽出語数が一番多いのに対し異なり語数
は一番少なく、限定された語の頻度が高い。
総抽出語数が少なかった「⑮泥団子」は、他
教材が実際に体験したのに比べ、テキストを
読み記述したためと考えられる。「⑯看護の
関係」は千字の記述数だったが、総抽出語数
も異なり語数も多く、対面授業での様々な体
験も含め、多くの学びがあったと考えられる。

1-2　教材の類似語の傾向（表２）
総抽出語数の比較だけでなく、抽出語の中

には類似する語（以下、類似語と略し [ ] で
表記）が多く見られたため、抽出語 150 位か
らベスト７位までの類似語を表２と下記に示
す。ベスト１位を中心にみていく。
「⑦マイシルエット」では１位が [ 自分 ] で

３位が [ シルエット ] であり、[ マイシルエッ
ト ] を意味する語の合計は 1,137 語であった。
他３教材でも教材名がそのまま１位になって

いた。多くの学生は教材名から文章を書き出
し、文章中にも何回も教材名を使用したこと
から、この結果になったと考えられる。更に、
自習の４教材に共通で多く出現した類似語
は、[ 自分 ][ 考える ][ 感じる ] であった。[ 自分 ]
を振り返ると共に、様々なことを [ 考える ][ 感
じる ] 機会になったと推察できる。
「⑯看護の関係」の多い順では、[ 取り組

む 2,463 語 ][ 相手 2,067 語 ][ 看護 1,417 語 ][ コ
ミュニケーション 1,138 語 ] [ 自分 1,130 語 ] 
[ 考える 788 語 ][ できる 742 語 ] であった。こ
の結果と一般学生の類似授業（COVID-19 禍
の 120 名の対面）12) と比較してみる。一般学
生の類似語は [ 相手 1,428 語 ] [ 動き 1,183 語 ] 
[ 今回 1,018 語 ][ 学ぶ 973 語 ] [ 自分 938 語 ] [ 感
じる 908 語 ][ 体 900 語 ] であった。一般学生
と比較し看護学生では、[ 取り組む ][ 看護 ][ で
きる ] が特徴的であり、授業での体験（主体
的に取り組む）を通して色々なことができる
ようになり、看護を考える機会になったと考
えられる。

⑦マイシルエット 32,046語（2,434語）
⑧卵は立つ？ 33,285語（2,096語）
⑭自然探索 32,515語（2,430語）
⑮泥団子 32,027語（2,286語）
⑯看護の関係 71,673語（3,239語）

⑦マイシルエット
⑧卵は立つ？
⑭自然探索
⑮泥団子 

[自分708語][シルエット429語]
[卵は立つ1,654語]
[自然探索  684語]
[泥団子    954語] 

データ/課題 ⑯看護の関係 ⑦ﾏｲｼﾙｴｯﾄ ⑧卵は立つ？ ⑭自然探索 ⑮泥団子

総抽出語数(使用) 71,673（27,996） 32,046（12,336） 33,285（12,233） 32,515（12,654） 32,027（12,339）

異なり語数(使用) 3,239 （2,776） 2,434 （2,077） 2,096 （1,716） 2,430 （2,035） 2,286 （1,907）

文書の単純集計 2,135 610 682 706 633

位 ⑯看護の関係 ⑦ﾏｲｼﾙｴｯﾄ ⑧卵は立つ？ ⑭自然探索 ⑮泥団子

1 取り組む2463 自分708 卵は立つ1654 自然探索684 泥団子954

2 相手2067 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ641 考える332 歩く395 考える498

3 看護1417 ｼﾙｴｯﾄ429 できる320 感じる368 子ども344

4 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1138 考える333 挑戦303 五感339 自分306

5 自分1130 感じる211 自分187 考える158 作る299

6 考える788 相手210 感じる168 自分137 看護137

7 できる742 作品195 取り組む162 携帯109 感じる136

表 1   教材別の総抽出語数

表 2   教材別の抽出語 150 位の類似語（表中数値は頻出語数）
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２．「⑯看護の関係」の多次元尺度構成法
更に「⑯看護の関係」の抽出語の関係性を

見るために、多次元尺度構成法（同じ段落に
一緒に出現する語の組み合わせを探る）を
行った。その結果、8 クラスターが出現した

（図１）。クラスターを構成する抽出語を概観
し教材の内容も考察し、次のように命名した。

クラスター1は、 [人 ][人間][相手][患者][看
護 ][ 自分 ][ 自己 ] との [ 関係 ] を [ 大切 ][ 重要 ]
に [ 行う ][ 感じる ][ 考える ][ 知る ][ 学ぶ ][ 思う ]
[ 理解 ][ 体験 ] する語が中核に位置づいたこと
から、【人間関係論の特徴】と命名した。

クラスター２は、[ 他者 ][ 関わる ][ 良い ] [ 信
頼 ] が [ 様々 ] になされたことから、【信頼】
と命名した。

クラスター３は、授業時の [ 自己紹介 ] や
[ 体 ][ 動き ] を [ 使い ] [ コミュニケーション ]
が積極的に行われたため、これらの語が出現
し、【コミュニケーション】と命名した。

クラスター４は、[ 今 ] [ 気持ち ] [ 生活 ] [ 感
情 ] に [ 向き合う ] [ 時間 ] の語が出現し、【感
情に向き合う】と命名した。

クラスター５は、指導者 1 2 が行った教
材「目隠し歩き」に関連している。[ 手 ][ 身体 ]
で [ 情報 ] を [ 目 ] を瞑った人に伝え [ 分かる ]
と [ 不安 ] から［安心］[ 歩く ] ことができ、
隣接するクラスター８も、[ ペア ] との関係が
[ 構築 ] されると [ 恐怖 ] から解放され [ 出来
る ] に繋がり、これらの語が出現したと考え

1【人間関係論の特徴】　
2【信頼】
3【コミュニケーション】
4【感情に向き合う】　  

5【目隠し歩き】
6【表現力】
7【気づき】
8【ペアとの構築】

図１  「⑯人間関係論と看護の関係」（多次元尺度構成法）
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られる。そこでクラスター５は【目隠し歩き】、
クラスター８は【ペアとの構築】と命名した。

クラスター６は、[ 言葉 ][ 話す ][ 聞く ][ 行動 ]
や [ 周り ][ 見る ][ 動く ][ ゲーム ] を通し、[ 伝
える] [表現][力]の語が出現したことから、【表
現力】と命名した。

クラスター７は、教材の [ 卵 ][ 立つ ] や「金
魚鉢」で相手の [ 表情 ][ 話 ] を [ 観察 ] し、「自
然探索」で外に [ 行く ][ 気づく ][ 多く ] が出
現したことから、【気づき】と命名した。

一般学生との類似実践と比較すると 12)、一
般学生では【授業成立の要件】【動きが分か
る楽しさ】【模擬授業】【遊びを通したコミュ
ニケーション】【自然・呼吸への気づき】【ダ
ンス】【ラジオ体操】【骨密度を高める運動】
であった。一般学生と比較し看護学生では、
他者（看護・患者）との信頼関係や表現力が
特徴的であったとまとめることができる。

３．対応分析による指導者の特徴
次に、依拠するボディワークが異なる３名

の指導者が実践した人間関係論の５教材が、
看護学生にどのように受け止められたのか
を、KH Coder の対応分析を用いて探る。こ
の分析ではデータ全体を分割して、どの部分
に特徴的な語が使用されているかを図示で
きる特徴がある。図の見方は成分 1 と成分 2
が交わる 0 付近が３人に共通する語（以下、
共通語と略す）であり、図中の指導者 1 2　
3 から離れた語が各指導者に特徴的な語（以
下、特徴語と略す）である。
3-1　⑯ ｢ 看護の関係 ｣（図２）

指導者の共通語は[看護][患者][自他][関係] 
[ 感じる ] [ コミュニケーション ][ 表現 ][ 体験 ]
等、前述した【人間関係論の特徴】と類似し
た結果であった。特徴語については、指導者
1 はフェルデンクライスメソッド（FM）を

図２  「⑯人間関係論と看護の関係」の指導者に特徴的な抽出語（対応分析）
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追加教材で行ったこともあり、学生は [ 立つ ]
[ 歩く ][ 身体 ][ 性格 ] という体の動きを通した

「自分についての学び」に繋がっていた。指
導者 2 は教材「目隠し歩き」の影響もあり
心の [ 不安 ][ 安心 ] などの感情面が特徴語で
あった。指導者 3 は看護教育における健康
持続のためのレジリエンスプログラム開発や
教員養成での体育科教育学や即興表現を専門
にして、仲間との遊びを通した教材の影響も
あり、学生には [ 動く ][ ゲーム ][ 行動 ][ 見る ]
が特徴語であった。

このことから「人間関係論」は [ 関わる ][ 感
じる ][ 表現 ][ 体験 ] が共通語として捉えられ
ると共に、各指導者の専門領域と関連しなが
ら教材が展開されたことも、学生は指導者の
独自性として受け止めていたと言える。
3-2　指導者の特徴が現れた４教材（表３）

さらに、４教材についても対応分析による
図を作成し（図は紙面の関係から省略する）、
それを元に３人の指導者の共通語と特徴語を
分析した。共通語に関しては表２に示したベ
スト７に現れなかった頻出語を提示すると共
に、特徴語は３語に絞り表３に示した。なお、
表の上段には、指導者側が企図した「教材の
ねらい」を掲載した。
3-2-1　⑦マイシルエット

一日目の昼に互いのシルエットを取りあ
い、その後の作業は自宅での自習とした。指
導者の共通語は [ 表現 ] である。特徴語につ
いては、指導者 1 は [ 姿勢 ][ 意識 ][ 性格 ] で
あった。学生は FM を体験したことにより、
姿勢や自身の性格に意識が向いたと考えられ
る。指導者2ではシルエットに[頭]を描き[見
つめる ][ イメージ ] が挙げられた。指導者 3

では [ 感情 ][ 相手 ][ 友達 ] が挙がった。一日
目の午前中に、協力を必要とする変形椅子取
りゲームや即興表現の班ごとの発表を行った
こともあり、仲間がどのようなシルエットを
取るかに興味を持つ記述も多くあり、 [ 相手 ]
[ 友達 ] の語の出現の要因と考えられる。以上
のようにマイシルエットでは、指導者の対面
授業での影響が多くあったと考えられる。
3-2-2　⑧卵は立つ？

指導者の共通語は [ 達成 ] [ 取り組む : 試す・
実施 ] であり、学生たちは卵を立てようと試
行錯誤を繰り返して取り組んだと言える。特
徴語は、指導者 1 は [ 向き合う ]、指導者 2
は [ イライラ ]、指導者 3 は [ 教材 ] であり、
前述したマイシルエットでの各指導者の特徴
が同様にみられたことにより、卵は立つにお
いても、一日目の影響があったと考えられる。
3-2-3　⑭自然探索

指導者の共通語は[見る]である。特徴語は、
指導者 1 では [ 声 ][ 変化 ]｢ 好き ]、指導者 2
では [ スマホ ][ 暑い ] 等、自身の変化を捉え
ていた。一方の指導者 3 では [ 夜 ][ 花咲く ]
[ 沢山 ] のように外部に目が向いていた。 [ ス
マホ ] に注目すると、「スマホ依存」と自らを
称した学生（註５に掲載）は２グループ所属
であり、このグループは特にスマホの記述が
多く、指導者の「スマホは見ない！」の言葉
かけが印象に残ったと推察される。
3-2-4　⑮光る泥団子

指導者の共通語は[創造]である。特徴語は、
指導者 1 では [ 得る ][ 創る ]｢ 時間 ]、指導者
2 では [ 多い ][ 成長 ][ 自由 ] であった。指導
者 3 では [ 失敗 ][ 作業 ][ 友達 ] であり、３グ
ループでは幼児時代に泥団子を友達と作った

指導者（専門領域） ⑯看護の関係 ⑦マイシルエット ⑧卵は立つ？ ⑭自然探索 ⑮泥団子

教材のねらい 自他とかかわる 自己表現 出来るへの挑戦 感覚の覚醒 創造性の教育

共通 感じる 表現 達成 見る 創造

１FM 立つ･歩く･身体 姿勢･意識･性格 向き合う･試す･方法 声･変化･好き 得る･創る･時間

２BMC 不安･安心･ペア 頭･見つめる･イメージ イライラ･取り組む･成功 スマホ・暑い 多い･成長･自由

３からだ気づき ゲーム･動く･見る 感情･相手･友達 教材･黄身･実施 夜･花咲く･沢山 失敗･作業･友達

表 ３  対応分析による指導者別の特徴語
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ことを記述する学生が多く、「⑦マイシルエッ
ト」での特徴語の [ 友達 ] と同様の傾向がみ
られた。
3-3　人間関係論でのプログラムの有効性

以上のことから、学生が捉えた指導者の共
通語と指導者側の「教材のねらい」は類似傾
向にあり、指導者の違いや対面や自習の違い
を越えて、教材が受け止められたと考えられ
る。つまり、プログラム教材の有効性が実証
されたと言える。また、同じ教材であっても、
指導者の依拠するボディワークや対面で行っ
た教材の影響が、学生の記述に反映され、差
異が生まれたと考えられる。これこそが授業
という生身のからだでの交流が生み出す醍醐
味である。

その一方で、学生の性格や価値観や文章力
の違いが、記述にどう反映されたかの検証は
できず、今回の研究の限界と言える。

４．共起ネットワーク分析
多次元尺度構成法や対応分析結果も踏ま

え、更に共起ネットワーク分析も行い、指導
者と学生の教材の捉え方が一致しているかの
検証を行う。
4-1　 ⑦マイシルエット（図３）

４カテゴリーに分けられた。１番大きなカ
テゴリーは [ マイ ･ シルエット ][ 見る ][ 思う ]
[ 感じる ][ 作成 ] と [ 手 ][ 使う ] が連関し、そ
れらが２番目のカテゴリーの [ 表現 ][ 人 ][ 色 ]
[ 塗る ]、３番目のカテゴリーの [ 考える ][ 自身 ]
[ 描く ]、４番目のカテゴリーの [ 自分 ][ 好き ]
[ 形 ] と、全て繋がっていた。特に [ 自分 ][ 表現 ]
が大きなバブル（円）を形成しており、指導
者側の教材のねらいの「自己表現」に直結し
たと考えられる。
4-2　⑧卵は立つ？（図４）

シンプルな３カテゴリーに分けられた。１
番目のカテゴリーの [ 卵 ][ 思う ][ 最初 ]、２番
目のカテゴリーの [ 立つ ][ 挑戦 ][ 大切 ]、３番
目のカテゴリーの [ 自分 ][ 感情 ] と全て繋がっ
ていた。特に [ 卵 ][ 立つ ] が大きなバブルを
形成し、[ 挑戦 ][ 大切 ] と強く連関しており、
指導者側の教材のねらいの「出来るへの挑戦」
に関連したと考えられる。先行研究 13) の看護

学生 113 名と一般学生 92 名（COVID-19 禍の
対面 ･ 遠隔）に「卵が立つ？」教材の意図を
グループで考えさせた実践では、看護関係 [ 看
護 ][ 患者 ][ 信頼 ] と教育関係 [ 教師 ][ 生徒 ][ 教
材 ][ 大切 ] の語が出現した。今回は教材の意
図をグループで考える方法は取れなかったた
めか、看護関係の語は見られず自分の感情が
多く出現したと考えられる。つまり、同じ教
材でも、何を学んでほしいのか、それを保証
する方法をどう設定するかが、学生の受け止
めに影響を与えると考えられる。
4-3　⑭自然探索（図５）

９カテゴリーに分けられた。１番大きなカ
テゴリーの [ 自然 ][ 思う ][ 時間 ][ 考える ][ 自
分 ] が４カテゴリー（[ 探索 ][ 行う ]、[ 感じる ]
[ 公園 ]、[ 歩く ][ 散歩 ]、[ 音 ][ 少し ]）と全て
繋がっていた。これらを [子供][遊ぶ]、[道][通
る ]、[ 外 ][ 出る ]、[ 花 ][ 咲く ] が囲むように
位置取りされていた。特に [ 自然 ][ 探索 ][ 感
じる ][ 思う ] が重なり合い、[ 時間 ][ 歩く ] 共
に大きなバブルを形成していた。指導者側の
教材のねらいの「感覚の覚醒」にも直結した
と考えられる。
4-4　⑮泥団子（図６）

３カテゴリーは独立していた。大きなカテ
ゴリーは [ 光る ][ 泥 ][ 団子 ][ 魅力 ][ 読む ][ 作
る ][ 考える ][ 感じる ] が相互に連関していた。
２番目のカテゴリーは [ 試行錯誤 ][ 観察 ][ 集
中 ][ 体験 ][ 知識 ] が繋がっていた。３番目の
カテゴリーは [ 看護 ][ 患者 ] であり子供が泥
団子作りに集中する様子に教員はどう関わる
かを、看護や患者の関わりに置き換え考えて
いた。特に [ 泥団子 ][ 作る ( 創る )][ 感じる ]
[ 考える ] が大きなバブルを形成していた。指
導者側の教材のねらいの「創造性の教育」に
直結はしないものの、「創造性を考える機会」
にはなったと考えられる。
4-5　⑯ ｢ 看護の関係 ｣（図７）

シンプルな３カテゴリーに分けられた。一
番大きなカテゴリーは [ 人間 ][ 関係 ] で [ 患者 ]
を [ 思う ][ 知る ] が強く連関し、２番目のカ
テゴリーの [ 看護 ][ 人 ][ 大切 ] も、３番目の
カテゴリーの[自分][必要]、そしてカテゴリー
には出現しなかった [ 感じる ][ 行う ][ 考える ]
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[相手]とも、全て繋がっていた。特に[自分][人
間 ･ 関係 ] を [ 考える ] こと、[ 看護 ][ 患者 ][ 人 ]
[ 大切 ][ 思う ][ 必要 ] であること、その基盤に
は[感じる][行う]ことがあったと解釈できる。
4-6　強い共起関係と教材のねらい

以上の分析を踏まえ、大きなバブルと強
い共起関係に着目すると、⑦マイシルエッ
トでは [ 自分 ][ 表現 ]、⑧卵は立つ？では [ 挑
戦 ][ 大切 ]、⑭自然探索では [ 自然 ][ 感じる ]、
⑮泥団子は [ 作る ( 創る )][ 感じる ][ 考える ]、
⑯ ｢ 看護の関係 ｣ は [ 自分 ][ 人間・関係 ][ 看
護 ][ 患者 ][ 大切 ][ 感じる ][ 考える ][ 行う ] と
強く関連していた。このように、自習教材
であっても各教材のねらいに直結し、指導
者と学生の捉え方の一致をみたと結論づけ
ることができる。

５．自己組織化マップ（図８）
最後に、⑯ ｢ 看護の関係 ｣ の自己組織化

マップ（一辺のノード node を 20 に設定）
を作成し、頻出語の関連語を２次元のマッ
プから探索した。その結果、８つのクラス
ターに分類できた。度数が極めて高いノー
ドは四隅に在り、 [ 人間 ( 関係論 ) Ⅰ ][ 自分 ]
[ 時間 ]、[ 患者 ][ 信頼 ][ 関係 ][ 構築 ]、[ 目（隠
し）歩き ][ 恐怖 ] 、[ 動く ･ 動き ][ ゲーム ][ 周
り ][ 見る ] であったため、それらが属するク
ラスターからみていく。
5-1『表現』

[ 人間 ( 関係論 ) Ⅰ ][ 時間 ][ 自分・自身 ][ 感
情 ][ 表現 ][ 看護 ] のノードから構成されるク
ラスターは、人間関係論の授業において、自
分自身の感情表現を通して看護を考えた時間
であったことから、『表現』と命名した。
5-2『関わる』

[ 患者 ][ 信頼 ][ 関係 ][ 構築 ][ 様々 ][ 生活 ][ 関
わる ][ 向き合う ][ 重要 ] のノードから構成さ
れるクラスターは、患者との信頼関係の構築
には、様々な生活に向き合い関わることが重
要であるため、『関わる』と命名した。
5-3 『感じる』

[ 目 ][ 歩き ][ 恐怖 ][ 不安 ][ 安心 ][ 声 ][ 分かる ]
[ ペア ][ 出来る ][ 力 ][ 卵 ][ 立つ ][( 身 ) 体 ][ 手 ]
[ 使う ][ 持つ ][ 紹介 ][ 情報 ][ 行う ][ 良い ] [ 感

じる ] のノードから構成されるクラスターは、
授業での教材「目隠し歩き ｣｢ 自己紹介 ｣｢ 卵
は立つ？｣に関連し、教材の基盤には「感じる」
があるため、『感じる』と命名した。
5-4　 『動く』

 [周り][相手][見る][動く･動き][行く][ゲー
ム ][ 言葉 ][ 気持ち ][ 伝える ][ 大切 ] のノード
から構成されるクラスターは、周りや相手を
見ること、言葉や気持ちを伝えること、自然
探索で外に行くこと等のように、積極的に「動
く」が大切であるため、『動く』と命名した。
5-5　 『話す・聞く』

[ 今 ][ 人 ][ 表情 ][ 話 ( す )][ 聞く ][ 多い ] ノー
ドから構成されるクラスターは、授業ではよ
く人と話したり聞いたりしたことが多かった
ことから、『話す・聞く』と命名した。
5-6　 『体験』

[ 性格 ][ 行動 ][ 観察 ][ 思う ][ 必要 ][ 体験 ] の
ノードから構成されるクラスターは、授業で
は実際に行動して観察するなど、主体的に体
験する必要があったことから、『体験』と命
名した。
5-7　 『コミュニケーション』

 [ 自己 ][ 他者 ] [ 理解 ][ コミュニケーショ
ン ] [ 今回 ] [ 知る ] のノードから構成される
クラスターは、自他を理解する上でのコミュ
ニケーションについて、今回の授業で知った
ことから、『コミュニケーション』と命名した。
5-8　 『気づく』

[ 普段 ][ 考える ][ 学ぶ ][ 気づく ] のノードか
ら構成されるクラスターは、６クラスターと
隣接し全体の中心に位置しており、授業で学
び考える基盤に「気づく」が重要と考えるた
め、『気づく』と命名した。
5-9　人間関係論の構成要素

以上のように人間関係論を構成する要素
は、「表現・関わる・感じる・動く・話す聞く・
体験・コミュニケーション・気づき」と言える。
また、８つのクラスターのうち５つに [ 看護 ]
[ 人間 ][ 人 ][ 患者 ][ 相手 ][ ペア ][ 他者 ] 等のノー
ドがあることも、看護学生の特徴と言えよう。

本研究者の依拠する「からだ気づき」では、
人間はもともと「感じる・動く・ひらく・表す・
かかわる」働きを持っており、それらの基盤
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図３　⑦マイシルエットの共起ネットワーク

N18, E60, D.392

N16, E60, D.5

図４　⑧卵は立つ？の共起ネットワーク
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図６　⑮泥団子の共起ネットワーク

図５　⑭自然探索の共起ネットワーク
N25, E60, D.2

N21, E60, D.28
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図７ 「⑯人間関係論と看護の関係」の共起ネットワーク

図８  「⑯人間関係論と看護の関係」の自己組織化マップ

N14, E60, D.659
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には「気づき」があると捉えていることから、
今回の人間関係論の実践にも、類似した傾向
が見られたと言える。

更に、これらを先行研究７）のコミュニケー
ションスキルの６つの特徴と比較すると【非
言語的メッセージ】【自己主張】【表現力】【他
者とのコミュニケーション】【他者受容】と
類似しており、看護学生の基本的コミュニ
ケーションスキルの育成に寄与したと考えら
れる。一方で 564 大学の学長が大学卒業者に
求める能力として挙げた中には、｢ 情報活用
能力 ｣｢ コミュニケーション能力 ｣｢ 他者 ｣｢
多様性 ｣ 等があることから 16）、今回の看護学
生へのコミュニケーションスキルの育成プロ
グラムは、一般学生にも応用できると考える。

Ⅳ　結論
他者とのかかわりを大事にし、生涯にわた

り健康的で活動的な生活を持続的に実現する
ためのレジリエンスプログラム開発を目的と
した本研究では、今回、コミュニケーション
スキルの育成を目指した人間関係論を、３名
の指導者により、看護学生に対面・遠隔授業
を実践した。遠隔授業で自習した５教材の学
生の記述データを定量テキスト分析した結
果、次のことが明らかになった。
１．遠隔課題授業や指導者の違いに関わらず、

各教材への指導者側のねらいと学生の受け
止め方は類似傾向にあったことから、プロ
グラムの有効性が実証されたと言える。

２．同じ教材であっても、指導者の依拠する
ボディワークや対面で行った教材の影響
が、学生の記述に反映され、差異が生まれ
たと考えられる。

３．人間関係論を構成する要素は、「表現・
関わる・感じる・動く・話す聞く・体験・
コミュニケーション」であり、これらの要
素は「からだ気づき」の働きとしての「感
じる ･ 動く ･ ひらく ･ 表す ･ かかわる」と
も、類似傾向にある。それらの基盤には「気
づき」がある。

４．看護学生の特徴として、看護に関係する
「他者」の語が頻繁に出ている。

５．本プログラムは、看護学生の基本的コミュ

ニケーションスキルの育成プログラムと
言える。更にこれらの基本的コミュニケー
ションスキルは、他人と良好な関係構築に
必要であるため、一般学生にも応用できる
と考える。
今回は、定量分析で導き出された頻出語の

傾向や、それらの関係性を見てきたが、それ
らの語がどのような文脈で使用されたかの分
析については、今後の課題である。

【註】
１　FM はイスラエルの物理学者モーシェ・
フェルデンクライス博士が「心地よい体の動
きが脳を活性化させること」を発見し体系化
した方法。スポーツ選手・音楽家・リハビリ
専門家等に活用されている。
２　BMC は ア メ リ カ の Bonnie Bainbridge 
Cohen によって始められたボディワークで、
健康や動きへの革新的なアプローチであり、
内側から身体や組織、器官を経験することを
基本とする。ダンスやヨガ、体育だけでなく、
作業療法、理学療法、心理療法、セラピー等、
様々な分野で取り入れられている。
３　「からだ気づき」は髙橋和子らによって
体系化した方法。健康維持 ･ 改善を目指し心
と体を一体として捉える身体観に立脚してお
り、からだは「感じる ･ 動く ･ ひらく ･ 表す
･ かかわる」働きを持っていると捉えている。
４　目隠し歩き：2 人組で行う。コロナ禍で
の実施となるため、じかに手を繋いだり肩を
組んだりせず、割箸 ( 割らずに使用 ) の両端
を目を閉じる人と案内する人が各々持つこと
とした。最初の5分は案内する人は言葉を使っ
て案内、後半 5 分は言葉なしに案内した。途
中に心の写真を撮る、目を閉じた人に色々な
物に触れる体験をしてもらう。10 分後に役割
を交代する。

５　学生の課題全文（１名のみ）
⑦マイシルエット

私は創作活動は得意である。絵を描いたり
物を作ったりすることでとてもリラックスで
きる。今回の課題のマイシルエットは自分の
シルエットを模造紙に描き写すのだが、描き
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写す時の姿勢でまず個性が表れる。周囲の様
子を見ると、上半身のみ、半身のみと言った
ように、紙に入りきらないため、どちらかの
みという選択をする者。お尻だけのとても個
性的な考えをする者もいた。そんな中、私は
上半身と下半身をともに上下逆にして紙の中
に納めた。すると普段見ている自分とは全く
異なる姿を描くことができた。そこでシル
エットを奇抜に描いたのだから、シルエット
の中も奇抜にしてみようと考えた。

私は何より考えている瞬間が好きだ。｢ 自
分が人間ではなかったら。もっと自由であっ
たら ｣ 等。常に発想も日常生活も自由であり
たいと考えている。しかし人はそう簡単に自
由な生活を送れる訳ではない。そのため作品
テーマ「私が自由だったら」をシルエットの
中身に描くことにした。昔から動物が好きで
動物に囲まれた生活を送りたい、むしろ動物
になりたいと考えていた。他にも海外への憧
れもあり海外で暮らしたいと考える様々な思
いも表現してみた。

⑧卵は立つ？ 
私は生卵を立てるのに 15 分かかった。初め

はやっていれば立つだろうと思い重心をまっ
すぐにすることを意識して行なっていた。し

かし 10 分間、卵の立つ様子はまったくなく、
段々と焦ってきた。卵を回してみたら黄身が
真ん中にくるのではないか、表面が濡れてい
るから滑って立たないのではないか等。色々
理由を考えて、例えば転がりを繰り返してい
た。片手で卵を押さえ、卵の頭が真ん中にく
るように行ってみた。両手で卵を抑えている
うちに、何となく立ちそうだと思い両手でや
ることに集中した。少しずつ少しずつ動かし
ているうちに ｢ あ、今右に傾いたから重心は
まだ右にある ｣｢ 次は左に傾いたから少し行き
過ぎだな、じゃあ、さっきの所の間にしたら
重心がまっすぐになるのでは？ ｣ 等、意識が
卵と指先に集中していた。その瞬間、卵はスッ
と立ち上がった。立ち上がった瞬間は驚きと
喜びと安心の感情が溢れ出たが、写真を撮る
まで何も声を出せなかった。

私がやっているのを横で興味津々に見てい
た小学 2 年の妹が、卵が立った瞬間に私の顔
をバットと見て、同じく声は出さずに目をキ
ラキラとさせ顔一杯に訴えてきた。その時の
感情はきっと私と同じものであったと思う。
その後、妹と父が一緒にやり始めた。｢ こっ
ちの卵の方が立ちやすい ｣｢ 両手でやるんだ
よ ｣ と皆で真剣になって卵を立て始めた。妹
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は難しいのか割れそうで怖いと言って途中で
やめそうになったが、一人で卵を立てられた
時はとても嬉しそうに喜んでいた。たった何
分間か、自分の全神経を卵に注いだだけだけ
れど、こんなに息が詰まるのかと驚いた。写
真を撮り終えたら、3 人とも同時に息を吐い
て笑っていた。 今回の取り組みから考えたこ
とは、卵を立てることが目的なのではなく、
どれだけ相手に向き合って自分の神経を注げ
るかを知ることが大切だということである。
たった何分間か卵と指先に意識を集中させた
だけで、とても体が緊張状態にあったように、
私は常に何かをする時、集中状態でいること
は少ないと感じた。集中できたとしても、集
中するまでに時間がかかることは今までの生
活や今回の実験からも、自分の傾向であるこ
とがよく分かった。しかし立てたい、どうやっ
たら立つだろうかと強く思うようになるほ
ど、集中力が増し、目標を達成できたことか
ら、相手と何かをしたい、自分は相手とどう
なりたいのか、相手にどうなってほしいのか、
と思うことから始め、どんな状態にあるのか
を感じることが大切なのだと思った。
⑭自然探索 

私は 1 日に 7 時間ほどスマートフォンを使
用しており家の中でも大抵自分のそばに置い
ている。外出した際にスマホがないと考える
ととても不安に思うほどスマホ依存の状態で
ある。一人で外を歩く時はスマホで曲を流し
歩くことが常で、触っていないとしても意識
は曲にある。そんな私が今回 1 時間スマホな
しで散歩した。初めは曲もない状態に何をし
ていいのかわからずソワソワしていた。家に
スマホを置いてきたから、今地震でも起きた
ら連絡が取れないなど不安な気持ちが多く、
頭の中はスマホがないことで一杯だった。し
かし近所の人や犬の散歩をしている人に挨拶
をしたりしながら、川沿いに向かって 10 分
ほど歩いた。段々と天気や秋の虫の声が聞こ
えてきた。少し雲が暗くなっており雨が降り
そうだと思いながら辿り着いた先にベンチが
あった。そこに座って休んでいると段々と頭
の中が空っぽになる感じがしてきた。

川の流れを見ながら風や湿気を感じ、前を

走り去るランニングをしている人や散歩中の
人をただただ眺めていた。頭の中がぼんやり
とした状態で、今日学んだ呼吸法を意識して
みると手先・足先まで酸素が巡るイメージが
浮かび少しずつ頭がすっきりとしてきた。心
が落ち着いて体の力が程よく抜けた感じがし
て、とても穏やかな気持ちになった。日常生
活では常に何かしらを考え、頭をずっと使い
視野を狭くして文字や音をクリアに見てい
る。その状態がずっと続いているのは体に
とっては心地よいものではないと思った。

最初は 1 時間の散歩なんて時間がもったい
ない。やらなきゃいけないことが多くあるの
にと思っていた。自分のために 1 時間も時間
を使えないと思うほど、思考が凝り固まって
いた。心に余裕が持てていないのだと気づか
された。1 日に数 10 分、数分でもいいから自
分の心身に寄り添える、感じ取れる時間を作
れるように生活していきたいと思った。
⑮泥団子

創造性は抑圧されたままでは引き出すこと
ができない。直感のまま個人の創意工夫を施
した一期一会の発想は、発問のタイミングに
委ねられる。

この本を読み、私は昔、母から絵を習って
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いたことを思い出した。小学生の頃に毎年夏
休みになると読書感想画コンクールに出展し
た。本を読んだ後に、心に残った場面や内容
を表すシーンを画用紙に下書きする。構図を
考えるまでは悩み、時間がかかっていた。し
かし母親はそこで手助けせず考えさせる時間
を設けていた。その後、構図が決まると、図
鑑を開いて動物や植物の形や色を学び、絵に
取り入れる方法やクレヨンや絵の具の発色の
アドバイスをしてくれていた。

私の場合、絵の構図を作成するまでに創造
力を働かせることができていたが、その後の
過程はすべて母親のスタイルに合わせた絵と
なった。子供ながら絵に正解や不正解をつけ
ていた。年々絵画コンクールの出展が憂鬱に
なっていた記憶がある。振り返ると、母親が
私の創造性を信頼している部分と、そうでな
い部分に明確な線を引いており、無意識的に
絵は親子共同作品となっていた。

本には「学びが創意を引き出し、創意が学
びを引き出すのである」という文がある。こ
の１文を読んで指導者の立場は難しいと感じ
た。教えられる側に立つ人間は、一人で問題
に向き合う時間が必ず必要であり、その上で
指導者からの創造性を引き出す問いを得る
と、このプロセスは成立する。しかし、少し
でもタイミングを見失い、問いが強制的に答
えを導き出すような意味合いであれば、創造
性を伸ばすことは困難となる。私の体験もほ
んの少しのタイミングの差で起こったものだ
と考えた。

このように光る泥団子を試行錯誤しながら
創る園児と同様に、個人の持つ特性を摘み取
ることのないような開発の場や指導者のあり
方を学んだ。自己や他者理解をしていくこと
で、個人の創造性を高めることができると、
より良い未来が切り開かれると考える。
⑯「看護の関係性」

２日間の「体験と看護の関係性」は「全身
の動き・感覚を用いて、相手を理解しようと
関わり合う」ところにあると考える。例え
ば、幸せ体操・めちゃくちゃダンスでは、音
楽に合わせて身体を大きく動かし、他者と手
を合わせ、リズムにのって前後にスキップす

る動きをした。初めはどのような振りだった
かを思い出すことで頭が一杯になり、自分の
身体の動かし方に意識が集中した。次第にリ
ズムに合わせて自然と動けるようになってき
た。一緒に体操するペアは１フレーズ毎に異
なる人と行ったが、その人達の動きも見える
ようになってきた。ある人は笑顔で活発に動
き楽しんでいると感じた。ある人は手を小さ
く動かし表情が強ばっていて、恥ずかしがっ
ていると感じた。このように相手と動きを合
わせて共に体操することで、初めて話す人の
気持ちを理解しようとしながら関わった。言
葉だけのやりとりではなく、全身の感覚を
使って互いに動くことで、自分がどのように
感じているのかを知る。また、他者の気持ち
を感じとりながら他者を理解しようと関わっ
ていく。この体操とダンスでは全身を使った
コミュニケーションをしたのだと考える。

それは、看護にも共通していると言える。
看護では相手の目線に立ち、優しく患者に言
葉をかけそれに患者さんが応えるように、言
葉と表情を使ったコミュニケーションを取る
イメージが先行する。しかし、呼吸状態が悪
く人工呼吸器を付けている患者や、認知症と
なり寝たきりの生活を送る患者からは、言葉
や表情からのコミュニケーションだけでは伝
わりにくい。また、言葉が使える患者であっ
ても、胸の内を簡単に打ち明けることのでき
ない者もいる。そのような時に看護で大切に
するのは、全身の動きや感覚を駆使して、患
者の気持ちを感じ取り、その状態に合わせて
関わっていくことである。例えば、寝たきり
の患者の手の動きが普段よりも鈍くなってい
たとする。それを視覚で捉え「今日はあまり
調子が良くないんですか」と聞きながら、手
を握ってみると、手が冷たくなっていた。そ
のような状況から、寒さによって手が強ばり
辛いのかもしれないから、おしぼりで手の清
拭をしようかと考える。患者はそれによって、
すっきりとした表情になり手が温まり、徐々
にいつものような動きができるようになる。
全身の動きと感覚を使って相互のコミュニ
ケーションがなされ、相手を理解しようと関
わり合うことが看護においてもなされている
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のである。
今回の授業で体験してきたことと看護は、

表面的にみれば行う内容は全く異なる。しか
し、身体・感覚すべてを使って表現し、理解
し合おうと関わり合うところに関係があると
私は考える。
６　共起ネットワーク分析 では、一部の強
い共起関係だけを線（edge）として描画し、
濃い線はより強い共起関係を示すと共に、共
起パターンの変化（相関）を採った。例えば
図７「人間関係論と看護の関係」右下の数値

「N14,E60,D.659」は、各々描画されている語
(node) の数が 14、線 (edge) として描画されて
いる共起関係の数が 60、密度 (density) が 0.659
であることを示す。
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